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気
象
と
被
害
概
要

　

2
0
1
3（
平
成
25
）
年
7
月
28
日
に
山

口
県
・
島
根
県
の
県
境
部
を
襲
っ
た
豪
雨

は
そ
の
一
帯
に
大
き
な
洪
水
被
害
や
崩
壊

に
起
因
し
た
甚
大
な
土
砂
災
害
を
も
た
ら

し
た
。7
月
28
日
の
日
本
付
近
は
大
気
の
状

態
が
非
常
に
不
安
定
で
あ
っ
た
こ
と
に
加

え
、対
馬
海
峡
か
ら
山
陰
方
面
に
向
か
っ
て

暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
れ
込
み
こ
の
地
域

で
大
雨
が
発
生
し
や
す
い
状
況
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、28
日
朝
か
ら
昼
過
ぎ
に
か
け
て
一

帯
で
猛
烈
な
雨
と
な
っ
た
。萩
市
須
佐
で
28

日
12
時
20
分
ま
で
の
3
時
間
に
3
0
1
・
5

㎜
（
7
月
の
月
降
水
量
の
平
年
値
2
8
1
・

6
㎜
）を
観
測
す
る
な
ど
記
録
的
な
大
雨
と

な
っ
た
。須
佐
で
は
10
時
か
ら
12
時
ま
で
は

時
間
雨
量
1
0
0
㎜
超
が
続
い
た
の
を
筆
頭

に
9
時
か
ら
13
時
ま
で
時
間
雨
量
30
㎜
超

の
雨
が
続
い
た
。徳
佐
と
津
和
野
で
は
午
前

3
時
頃
か
ら
時
間
雨
量
40
～
70
㎜
の
雨
が

約
6
時
間
継
続
し
た
。28
日
0
時
か
ら
24
時

ま
で
の
日
雨
量
は
津
和
野
3
8
1
㎜
、須
佐

3
5
1
㎜
、徳
佐
3
2
4
㎜
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
豪
雨
に
よ
る
山
口
・
島
根
県
下

の
被
害
状
況
を
表
1
と
表
2
に
示
す
。
こ
れ

ら
の
デ
ー
タ
は
、山
口
県
お
よ
び
島
根
県
の

w
e
b
サ
イ
ト
の
公
開
資
料）

4、
3
（

に
基
づ
く
。被

害
は
人
的
被
害
、住
居
被
害
に
加
え
、断
水

や
停
電
、
交
通
機
関（
鉄
道
、
道
路
）
な
ど

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
途
絶
に
よ
る
被
害
が
発

生
し
て
い
る
。山
口
県
下
で
は
山
口
市
徳
佐

地
区
、萩
市
須
佐
・
田た

万ま

川が
わ

地
区
、阿
武
町

の
広
範
囲
に
人
的
被
害
と
住
居
被
害
が
出

た
。島
根
県
で
は
県
境
近
く
の
津
和
野
町
に

被
害
が
集
中
し
て
い
る
。被
災
地
域
は
県
境

部
の
中
山
間
地
域
で
あ
り
、地
域
を
結
ぶ
限

ら
れ
た
ア
ク
セ
ス
道
路
は
山
際
の
河
川
沿

山口県（8月6日17:00時点） 島根県（8月5日13:00時点）

①水　　道
山口市：1224世帯（うち81世帯は8/5復旧済）
萩市：1200世帯（うち900世帯は8/1復旧済）
阿武町：90世帯（うち90世帯は8/2復旧済）

津和野町：27戸

②電　　気 山口市、萩市、阿武町、柳井市：9350世帯
（全戸7/30復旧済）

津和野町：10戸

③電　　話 山口市：約270加入（8/3機能回復済み）
萩市：約500加入

なし

④道路関係

【通行規制】県管理道23個所（全面通行止め18個所、片
側交互通行5個所）
国道9号2個所（うち7/28規制解除、7/29片側交互通
行）、国道191号線1個所（8/5片側交互通行）

【通行規制】6号線11個所（全面通行止め9個所、大型
車・片側交互通行2個所）
現在：全面通行止め2路線2個所、片側通行規制1路線1
個所

⑤交通機関

【JR山口線】通常運行（新山口駅─地福駅）、終日運転見合わせ（地福駅─益田駅）、バスによる代行輸送（地福駅
─益田駅）
＜被災状況＞橋梁流出3個所、その他崩土、倒木等

【JR山陰本線】終日運転見合わせ（益田駅─奈古駅）、タクシーによる代行輸送（宇田郷駅─奈古駅）、バスによる
代行輸送（益田駅─須佐駅）、バスによる代行輸送を検討中（須佐駅─宇田郷駅）
＜被災状況＞その他崩土等、土石流（大刈トンネル、須佐トンネル）、橋梁沈下（須佐橋梁）

項目被害 分類
被災地区

山口県 島根県
全合計

山口市 萩市 阿武町 県合計 津和野町 益田市 吉賀町 県合計

①人的被害（人）
死者 0 2 0 2 0 0 0 0 2
行方不明者 0 1 0 1 1 0 0 1 2
負傷者 2 5 3 10 1 0 0 1 11

②住宅被害（棟）

全壊 9 36 2 47 2 0 0 2 49
半壊 0 66 0 66 0 0 0 0 66
一部破損 0 65 0 65 0 0 0 0 65
床上浸水 78 572 15 665 18 0 0 18 683
床下浸水 192 382 20 594 93 2 4 99 693

③避難勧告
世帯数（世帯） 868 3,556 73 4,497 1,859 599 96 2,554 7,051
人数（人） 1,959 7,683 128 9,770 4,165 1,462 226 5,853 15,623

表1　人的被害・住家被害状況

表2　ライフライン等被害状況
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い
に
位
置
し
て
お
り
、そ
れ
ら
の
寸
断
に
よ

り
孤
立
集
落
が
発
生
し
た
。J
R
は
3
橋

梁
の
流
失
の
ほ
か
、
ト
ン
ネ
ル
の
土
砂
埋

没
、線
路
盛
土
の
流
失
な
ど
の
影
響
で
、山

陰
本
線
の
益
田
─
奈
古
間
、
山
口
線
の
益

田
─
地
福
間
、
三
江
線
の
石
見
川
本
─
浜

原
間
で
不
通
と
な
っ
て
い
る
な
ど
、大
き
な

痛
手
を
受
け
て
い
る
。

河
川
水
位
の
状
況

　

今
回
の
豪
雨
に
よ
り
被
害
が
発
生
し
た

流
域
は
、山
口
県
下
で
は
阿
武
川
流
域
、田

万
川
流
域
、須
佐
川
流
域（
い
ず
れ
も
二
級

河
川
）、島
根
県
で
は
一
級
河
川
高
津
川
の

左
支
川
、
津
和
野
川
流
域
の
4
流
域
で
あ

る
。図
1
に
は
そ
れ
ら
の
河
川
で
水
位
計
記

録
が
氾
濫
危
険
水
位
を
超
え
た
地
点
を
赤
、

超
え
な
か
っ
た
も
の
を
緑
で
示
し
て
い
る
。

図
2
は
、
阿
武
川
の
用
路
、
津
和
野
川
の
町

田
、須
佐
川
の
龍
背
橋
、田
万
川
の
椿
橋
の

水
位
と
雨
量
を
示
す
。こ
れ
ら
の
地
点
の
水

位
の
氾
濫
危
険
水
位（
危
険
水
位
）超
過
の

状
況
は
、用
路：10
時
過
ぎ
～
13
時
過
ぎ（
約

3
時
間
）最
大
で
約
70
㎝
、町
田
：
6
時
半

ご
ろ
～
18
時
過
ぎ（
約
11
時
間
半
）最
大
で

約
1
7
0
㎝
、龍
背
橋
：
11
時
ご
ろ
～
14
時

半
ご
ろ（
約
3
時
間
半
）最
大
で
約
1
0
0

㎝
、
椿
橋
：
13
時
～
14
時（
1
時
間
）
最
大

で
約
10
㎝
で
あ
る
。用
路
で
は
雨
量
が
少
な

く
こ
の
流
れ
は
上
流
の
降
雨
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。町
田
で
は
時
間
雨
量
40
～
70
㎜
の

雨
が
約
6
時
間
続
い
て
お
り
、ま
た
津
和
野

川
の
流
域
が
ほ
ぼ
完
全
に
豪
雨
域
に
入
っ

て
い
る
こ
と
を
反
映
し
た
水
位
記
録
で
あ

る
。龍
背
橋
に
つ
い
て
は
須
佐
川
が
延
長
10

㎞
程
度
の
短
い
河
川
で
流
域
が
完
全
に
豪

雨
域
に
入
っ
た
こ
と
を
反
映
し
て
い
る
。椿

橋
に
つ
い
て
は
田
万
川
の
流
域
形
状
と
手

元
の
等
雨
量
線
図
を
勘
案
す
る
と
、こ
の
地

点
の
流
量
を
支
配
す
る
流
域
平
均
雨
量
は

龍
背
橋
地
点
と
椿
橋
地
点
の
雨
量
の
中
間

的
な
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。流
域
平
均
雨
量

に
関
連
す
る
こ
と
と
し
て
、徳
佐
の
28
日
の

雨
量
は
3
2
4
㎜
で
あ
っ
た
が
下
流
の
阿

武
川
ダ
ム
の
流
域
平
均
雨
量
は
95
㎜
で
あ

り
、洪
水
調
節
で
大
き
な
効
果
を
発
揮
し
て

図2　被害発生流域内の雨量・水位観測所における雨量・水位の時系列変化

図1　河川水位の状況

�氾濫危険水位を�
超えた地点

�超えていない地点
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い
る
。し
た
が
っ
て
ダ
ム
下
流
の
萩
市
街
地

は
洪
水
を
免
れ
て
い
る
。

河
川
堤
防
の
決
壊

お
よ
び
護
岸
の
崩
壊

　

河
川
堤
防
の
決
壊
は
田
万
川
中
流
域
と

そ
の
支
川
、原
中
川
そ
し
て
ま
た
そ
の
支
川

で
発
生
し
て
い
る
。堤
防
決
壊
は
湾
曲
部
外

岸
側
の
水
衝
部
だ
け
で
な
く
湾
曲
部
内
岸

側
で
も
発
生
し
て
い
る
。こ
れ
は
、堤
防
天

端
を
超
え
る
流
れ
が
続
く
と
、護
岸
上
部
の

土
盛
の
浸
食
が
進
行
し
て
護
岸
ま
で
決
壊

に
至
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。田
万
川
中
流
部

は
沿
川
が
田
園
で
人
家
が
少
な
く
大
き
な

人
災
に
至
ら
ず
に
済
ん
だ
。

　

被
災
地
域
は
中
山
間
地
で
河
川
が
蛇
行

を
繰
り
返
す
個
所
が
多
く
、
湾
曲
部
の
外

岸
側
の
水
衝
部
で
水
位
が
河
川
護
岸
上
部

の
土
盛
り
を
超
え
て
越
流
し
た
個
所
で
護

岸
決
壊
が
生
じ
て
い
た
。
写
真
1
は
、
山
口

市
徳
佐
・
大
久
保
地
区
の
阿
武
川
と
国
道

3
1
5
号
の
共
用
護
岸
の
崩
壊
箇
所
で
あ

る
。こ
こ
は
写
真
右
上
部
の
狭
窄
部
か
ら
流

下
し
て
き
た
流
れ
が
護
岸
に
当
た
り
向
き

を
変
え
る
位
置
で
、水
衝
部
で
あ
る
。側
岸

の
上
半
部
は
盛
土
で
あ
り
痕
跡
か
ら
水
は

国
道
上
を
1
ｍ
以
上
の
水
深
で
超
え
て
流

れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

鉄
道
橋
の
流
失
と

橋
台
裏
込
め
の
流
失

　

今
回
の
災
害
で
は
J
R
山
口
線
の
阿
武

川
第
4
、第
5
、お
よ
び
第
6
橋
梁
が
流
失

し
た
。写
真
2
は
第
4
橋
梁
の
写
真
で
あ
る
。

橋
脚
は
完
全
に
せ
ん
断
破
壊
を
起
こ
し
て

い
る
が
、せ
ん
断
面
に
鉄
筋
は
確
認
さ
れ
な

か
っ
た
。こ
の
位
置
は
川
幅
が
狭
く
、川
沿

い
の
農
道
の
上
を
1
5
0
㎝
程
度
の
水
深
で

流
れ
て
い
た
形
跡
が
あ
る
。橋
脚
に
流
木
が

補
捉
さ
れ
て
相
当
な
流
体
力
が
作
用
し
た
こ

と
が
考
え
ら
れ
る
。橋
梁
近
く
の
鉄
道
の
盛

土
は
か
な
り
流
失
し
て
い
た
。こ
れ
は
氾
濫

流
が
鉄
道
を
越
流
す
る
と
き
、鉄
道
盛
土
の

下
流
側
法
面
と
そ
の
肩
部
分
か
ら
礫
が
流
失

し
そ
し
て
そ
の
下
方
の
土
砂
礫
が
流
さ
れ
、

こ
れ
に
よ
り
支
え
を
失
っ
た
鉄
道
盛
土
の
上

流
側
の
砂
礫
が
流
失
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

写
真
に
は
対
岸
の
橋
台
が
写
さ
れ
て
い
る

が
、そ
の
橋
台
の
裏
込
め
は
流
失
し
、橋
台

が
孤
立
状
態
で
あ
っ
た
。橋
台
裏
込
め
の
流

失
は
道
路
橋
で
も
認
め
ら
れ
た
。

　

こ
こ
で
橋
台
裏
込
め
の
流
失
の
仕
組
み
に

つ
い
て
検
討
す
る
。
写
真
3
は
冠
水
し
た
橋

梁
の
直
下
流
の
護
岸
の
決
壊
を
示
す
。橋
梁

を
過
ぎ
る
流
れ
は
、橋
梁
は
欄
干
の
存
在
の

た
め
橋
梁
の
周
辺
部
よ
り
流
れ
に
く
く
、橋

梁
を
迂
回
す
る
流
れ
を
生
じ
さ
せ
る
。こ
れ

が
橋
梁
直
下
流
で
河
川
に
戻
る
と
き
に
水
位

差
に
よ
る
落
下
流
を
つ
く
り
、法
面
に
変
動

応
力
を
与
え
る
。河
川
直
線
部
の
法
面
の
上

部
は
普
通
土
盛
り
で
あ
る
。落
下
流
と
洪
水

流
の
撹
乱
に
よ
る
土
盛
り
法
面
の
洗
掘
が
進

行
し
橋
台
裏
込
め
の
流
失
を
招
く
も
の
と
考

え
ら
れ
る
。

氾
濫
流
に
よ
る
浸
食

　

阿
武
川
は
鍋
倉
駅
の
少
し
上
流
に
お
い

て
Z
字
状
に
大
き
く
屈
曲
し
て
お
り
、そ
の

屈
曲
部
外
岸
の
堤
防
を
河
川
水
が
越
流
し

そ
し
て
鉄
道
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
堤
内
地
を

流
れ
、そ
の
の
ち
下
流
の
河
道
に
戻
っ
て
い

る
。こ
の
位
置
に
阿
武
川
第
5
橋
梁
が
あ
り

こ
れ
も
流
失
し
た
。洪
水
後
の
踏
査
に
よ
る

と
、橋
脚
の
破
壊
や
橋
台
の
裏
込
め
流
失
の

状
況
は
阿
武
川
第
4
橋
梁
と
同
様
で
あ
っ

た
。氾
濫
流
の
み
お
筋
と
な
っ
た
と
見
ら
れ

写真1　崩壊した国道315号線

写真2　鉄道橋の流失

写真3　橋梁直下流の護岸崩壊



土木学会誌 vol.98 no.11 November 20135

る
部
分
は
地
表
が
浸
食
さ
れ
て
低
下
し
、鉄

道
の
盛
土
は
流
さ
れ
、そ
の
下
層
の
土
も
か

な
り
浸
食
さ
れ
て
い
た
。一
帯
の
リ
ン
ゴ
園

は
1
ｍ
程
度
浸
水
し
て
い
た
。ま
た
、鉄
道

の
上
手
側
に
は
鉄
道
に
沿
っ
て
水
が
流
れ
た

形
跡
が
あ
っ
た
。こ
れ
は
、氾
濫
流
の
水
位

が
低
く
鉄
道
の
高
さ
に
達
し
て
い
な
い
状
態

で
氾
濫
流
が
鉄
道
に
沿
っ
て
流
れ
た
結
果
と

み
ら
れ
る
。

橋
脚
の
不
同
沈
下

　
写
真
4
は
山
口
市
徳
佐
の
中
心
部
の
近
く

の
阿
武
川
の
橋
梁
の
中
央
橋
脚
が
不
同
沈
下

し
た
状
況
を
示
す
。橋
脚
前
面
の
洗
掘
現
象

は
旧
来
か
ら
局
所
洗
掘
の
重
要
な
問
題
と
認

識
さ
れ
検
討
さ
れ
て
き
た
が
、問
題
は
中
央

橋
脚
だ
け
不
同
沈
下
し
て
い
る
点
で
あ
る
。

中
央
橋
脚
よ
り
右
岸
側
半
幅
は
流
木
が
集
積

し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
橋
の
直

上
流
の
河
川
水
位
は
右
岸
側
が
左
岸
側
よ
り

高
く
、ま
た
水
流
は
左
岸
側
半
分
を
集
中
的

に
流
れ
る
は
ず
で
あ
る
。そ
し
て
中
央
橋
脚

周
辺
で
は
上
流
か
ら
の
主
流
と
直
上
流
の
幅

方
向
の
水
位
の
違
い
に
よ
り
橋
脚
に
沿
う
局

所
流
が
生
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。こ
の
よ
う

な
事
情
で
中
央
橋
脚
の
根
元
が
大
き
く
洗
掘

さ
れ
、不
同
沈
下
が
生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

須
佐
ト
ン
ネ
ル
坑
口
の

道
路
崩
壊

　

須
佐
ト
ン
ネ
ル
坑
口
の
道
路
崩
壊
は
、予

期
し
が
た
い
被
災
例
で
あ
る
。写
真
5
は
須

佐
ト
ン
ネ
ル
益
田
側
坑
口
付
近
で
崩
壊
し
た

国
道
1
9
1
号
の
16
時
頃
の
状
態
を
示
す
。

須
佐
ト
ン
ネ
ル
は
国
道
1
9
1
号
の
萩
市
須

佐
～
阿
武
町
間
に
あ
り
、長
さ
7
1
4
m
で

下
関
側
坑
口
か
ら
益
田
側
坑
口
に
向
け
て

3
%
の
下
り
勾
配
が
つ
い
て
い
る
。下
関
側

坑
口
か
ら
約
50
ｍ
の
位
置
に
渓
流
の
長
谷

川（
掘
込
み
河
道
）が
カ
ル
バ
ー
ト
形
式
の

橋
梁
で
国
道
と
直
交
し
て
い
る
が
、時
間
雨

量
1
0
0
㎜
を
超
す
強
い
雨
が
2
時
間
続
い

た
こ
と
で
山
腹
で
生
産
さ
れ
た
土
砂
が
カ
ル

バ
ー
ト
を
塞
ぎ
、溢
れ
た
流
水
の
大
半
が
ト

ン
ネ
ル
内
を
約
1
ｍ
の
水
深
で
流
れ
た
。そ

の
流
量
は
60
～
70
㎥
/
s
程
度
と
見
積
も

ら
れ
る
。こ
れ
が
益
田
側
坑
口
を
出
た
後
は

6
％
の
カ
ン
ト
が
つ
い
た
道
路
の
片
側
か
ら

横
越
流
に
近
い
形
で
法
面
を
約
25
ｍ
の
谷
底

ま
で
滑
降
し
た
。こ
の
法
面
は
ト
ン
ネ
ル
工

事
で
出
た
ズ
リ
を
用
い
小
段
を
つ
け
て
岩
座

張
り
で
保
護
さ
れ
て
い
る
が
、こ
の
法
面
は

崩
れ
、こ
の
崩
れ
は
上
方
の
道
路
ま
で
及
ん

だ
。現
場
の
法
面
は
最
上
の
小
段
よ
り
上
は

土
盛
り
で
あ
っ
た
。し
た
が
っ
て
、ま
ず
土

盛
り
の
部
分
が
落
下
水
に
よ
り
浸
食
さ
れ
、

こ
の
浸
食
が
進
行
し
て
裏
込
め
を
失
っ
た
表

面
保
護
工
も
崩
壊
し
て
道
路
崩
壊
に
つ
な

が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
、2
0
1
3（
平
成
25
）年
7
月
の
山

口
・
島
根
豪
雨
災
害
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

水
工
学
委
員
会
の
調
査
団
は
河
川
整
備
基
金

の
支
援
を
受
け
て
よ
り
詳
細
な
検
討
を
進
め

て
い
る
。昨
今
で
は
集
中
豪
雨
は
至
る
と
こ

ろ
で
発
生
し
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
豪
雨
が
い
つ
自
分
た
ち
の
町
を

襲
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
、と
い
う
認
識
を

も
ち
、防
災
へ
の
知
恵
と
判
断
力
、行
動
力

を
備
え
て
置
か
ね
ば
な
ら
な
い
。本
稿
が
読

者
諸
氏
の
河
川
災
害
減
災
に
向
け
た
意
識
を

喚
起
す
る
契
機
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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写真4　橋脚の不同沈下

写真5　須佐トンネル坑口近くの道路崩壊
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